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モデル結合・融合方法の標準化：計算科学研究者間の連携と観測との連携

Standardization of model coupling and integration methods: Coordination between mod-
eling, simulation, and observations
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太陽地球惑星（STP）科学分野におけるモデリングやシミュレーションは、従来は個人ベースで開発・実行・解析を行
う方法が主流であった。しかし近年、米国を中心に多数の研究者が開発したモデルを結合させる「結合型モデル」の開
発が進められ、大きな成果が挙がり出しつつある。日本国内では、各個人や各グループによって、磁気圏-電離圏結合モ
デル、電離圏-拡張大気圏結合モデルなどの世界最先端の結合モデルの開発が個別に進められているが、活動をさらに活
性化し成果を拡大するためにも、モデル結合方法の標準ルールを定め ALL JAPAN 体制での開発体制を確立すべきと考
える。

本講演では、主に計算科学研究者間（モデリング-モデリング間、シミュレーション-モデリング間など）の連携につい
て議論する。もちろん、観測との連携に重点を置いた「実証型モデル」の開発は重要であり我々の主要なゴールである
が、本講演では、実証型モデルに至るまでの基礎開発部分での連携に特に焦点を当てたい。モデルやシミュレーション開
発の屋台骨を支えるのは基礎スキーム開発である。開発されたスキームをいかに効率的・効果的にモデルやシミュレー
ションに導入できるかが日本の独自性を生み出す鍵となる。モデル同士を繋げる方法にも、簡易な疎結合から、低位の
プログラム要素も共有する密結合（融合）まで、様々な段階が考えられる。また言うまでもなく、可視化も重要な開発
要素である。本講演ではこれらの結合、融合、新スキーム導入、可視化等における連携を円滑に行うための標準ルール
における工夫や方策を紹介する。

「結合型・融合型モデル」は多圏間結合・階層間結合が強く発露する“Geospace Storm”等の磁気圏現象の解析に必須
である。従って、STP科学分野において重点的に開発すべき項目であると考える。


